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国立がん研究センター東病院とサスメド、 

オピオイド誘発性便秘症を含む便秘症治療の最適化に向けた共同研究を開始 
 

 
サスメド株式会社（以下、「サスメド」）は、国立研究開発法人国立がん研究センター東病院（以下、

「国立がん研究センター東病院」）とオピオイド誘発性便秘症を含む便秘症治療の最適化に向けた

共同研究を開始いたしましたのでお知らせいたします。 
 
進行がん患者さんの疼痛治療で用いられるオピオイド鎮痛剤では、消化管蠕動抑制の副作用か

らオピオイド誘発性便秘症が約 4割の患者さんで発症します。近年、便秘治療薬の新薬開発が進
み、これまで広く用いられてきた浸透圧性下剤や大腸刺激性下剤に加えて、末梢性オピオイド受容

体拮抗薬などのオピオイド誘発性便秘症治療薬を含む便秘症治療薬が複数存在しています。しか

し、現在のがん緩和ケアにおける便秘症に対する治療介入においては、これら新規治療法の活用

検討を踏まえた適正化は十分になされておらず、薬剤の多剤処方といった対応が継続しています。 
 
国立がん研究センター東病院とサスメドは、がん患者さんの便秘症状の軽減を目指して、ICTを
活用することでがん患者さんの症状を適切に把握するとともに、便秘症状に対する治療選択のア

ルゴリズム構築の可能性を検討することを目指します。 
 
 
＜サスメド株式会社について＞  
サスメド株式会社は、デジタル医療を推進する研究開発型企業です。臨床開発支援システムのほ

か、医療用アプリ開発の汎用プラットフォーム、不眠症治療用アプリ開発及び AI自動分析システム
の提供を行っています。ブロックチェーン技術の医療応用や医療用アプリについての各種特許を取

得するなど、技術に立脚しデジタル医療を推進しています。 
URL ： https://www.susmed.co.jp/  
 
＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
サスメド株式会社 
E-mail: support@susmed.co.jp 
 


